
ボーリンゲノズルの開発について

1 ま えがき

従来から防火造の一般住宅，あるいは倉庫なと.モノレ

タル造等の袋構経の壁体内に火が入った場合p 外畿

内壁の間を立上った火災が天井裏，屋根裏などに延焼

して全焼に至る火災事務jや，経体内め燐火による蒋燃

火災などがあって問題となっている。現場では，壁体

内に残火があると思われる場合には会パンマー等寸?外

壁または内壁を破壊して注水消火する方法が行なわれ

ているが，これらの火災あるいは残火をよち能取持

に，かつ効果的に消火，鎮圧する方法について研究の

必燃性が綬起されていた。最近の倉総火災の実務例など

をみると喬壁体内に発泡プラスチック等の断熱材を入

れたものがあり，改造工事の搬に熔織の火の粉に

て火災となり，火災防ぎょ中に発泡プラスチックの爆

燃が起って消防隊員が多数負傷ナるなι少く

とff[険性をはらんだものになってきている。また，最

近，公団俊宅等の火災持lでは，入

れぐいる場合など，これを迅速に開放し消火する方渋

の研究開発も強く要望されている。

ーリングノズルの研究関与違法，これらの問題に対

処するため，消防活動が能率的かつ，安全毛筆易に行な

える方法令検討した結:民壁体策通と向時民建物内3

あるいは天井裏などにノズルを侵入させて，放水また

は議選符jを放射して消火ずるという，く新撲な構想拡

基づいて，装備部装備工場と共同で計画を樹立し，こ

れな装備でずるポ…リング放水時試作ナるニとにな

たのである。

2 議議及び性能

ーリ γ グノズノレは，構造上からみれば部 lにがす

ように破壊器を先端に備えた消防用ノズルであって，
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写真 1 ポーリングノズル

そのぷ:要部は喬直径約 120四の回転切削刃，衝突式噴

霧ノズル，管そう，回転切削刃駆動用モーターから織

成されている。回転切削刃より管そう?咲きちまでの全長

は約1.6mあり，ノズル部全体は，写真 1に示すよう

に高校作業畿のプ…ム先端に水引に取付けられて

り，電動または手動によって，固定ベルト上をスライ

ド式?に約 450mm程嫁，前滋または後退さ殺るぷとが

きる。

ボーリン〆性能についてはレタノレ鐙用ν ツ

ーを取付けて，交流単相 100V， 出力 5∞IW，回転数
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写真3 ボーリング放水車

写真4 放水実験
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放水量のノズルの研究を進める必要がある。

ボーリングノズルを高所作業車のプーム先端にぎ装

し，写真3のポーリング放水車に完成したが，さらに

実用車に至るまで各部の検討，改良を加え，より能率

的，かつ安全性のあるものを研究していく必要があ

る。また，火災現場において積極的に壁体に穴をあけ

て消火する方法を防ぎ Iに応用するためには，現場の

過酷な条件に耐えるポーリングカッターの開発も必要

である。今回試作実験したものは，一般住宅用のモル

タル壁体で行なってきたが，さらに厚い壁体，あるい

は各種構造の壁体を想定し，これらに共通して適応で

きるカッターの開発とポーリング方法の研究を行なっ

て，実用性の高レものにしていきたい。

ボーリングカッターの駆動源としては，車両にぎ装

するものでは，官1:.助，油圧，水圧等を利用するものが

当然考えられる。また，大型車両に装備するものだけ

でなく，小型の携行できるボーリングノズルについて

も今後開発実用化をはかつていきたL、。
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